
 

   

    

   

    

    

    
   

   

 

～おにぎりを食べることで子ども食堂を支援する～ 

「おにぎりニッコリプロジェクト」への賛同について 

 

県では、すべての子どもが生まれてきてよかったと思える社会づくりの取組のひとつとして、

地域の中での子どもたちの居場所づくりを進めているところです。 

今回、おにぎりを販売した収益で、子どもにまつわる様々な課題を解決する場としての子ども

食堂を運営していこうとする、「おにぎりニッコリプロジェクト」の取組に、県も賛同し子ども食

堂への更なる支援を呼び掛ける一環として、下記のとおり「おにぎり食べます宣言」を行うこと

をお知らせします。 
 

記 

１．宣言者 

滋賀県知事  三日月 大造 
 

２．宣言内容 

   別紙のとおり 
 

３．次第 

   ・事業説明 

 (滋賀トヨペット株式会社  山中取締役社長、株式会社まちおこし 西川代表取締役社長) 

      ・おにぎり食べます宣言 

・宣言者によるおにぎり試食 

   ・記念撮影 
 

４．参加者 

    三日月知事 

    滋賀トヨペット㈱ 取締役社長 山中 隆太郎 氏 

    ㈱まちおこし 代表取締役社長 西川  興  氏 
    

５．「おにぎりニッコリプロジェクト」について 

 おにぎりニッコリプロジェクトとは 

    おにぎりを販売した収益でサスティナブルな子ども食堂を運営し、子どもにまつわる社会課

題を解決していくプロジェクト。 

 取り組む課題 

    相対的貧困やネグレクトなどによる「食」の課題、「教育格差」の課題、外国籍の子どもにお

ける「日本語習得（言葉の壁による人的交流の希薄や情報不足による孤立）」の課題など。 

 具体的取組 

    「野洲のおっさんおにぎり食堂」で販売されるおにぎりの収益により「野洲のおっさんこど

も食堂」を運営。このこども食堂で、おにぎりの提供や宿題などのサポート、外国籍のこど

もに向けた日本語教室を開催。 
 

 

 ※野洲のおっさんこども食堂は１月16日（木）16時30分に本オープンします。 

 ※県内の子ども食堂の開設状況については「子どもの笑顔はぐくみプロジェクト」HP

（https://shiga-hug.jp）に掲載しています。 
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開催時間 16:30～18:00
勉強タイム  16:30～17:30（宿題や勉強をする時間です。外国籍のこども向け日本語教室も随時開催）
おにぎりタイム   17:30～18:00（こどもとスタッフの大人とみんなで仲良くおにぎりを食べます）
※おにぎりタイムだけの参加もOKです

月、木、金（お店の休みの日はのぞく）

大津市長等学区の小学生

野洲のおっさんおにぎり食堂　電話 077-507-3900（定休日：水曜）

開催時間に保護者の方が同伴のうえお越しください。
その際、利用規約に同意のうえ参加登録してください。
※必ず保護者の方が送迎をお願いします。行き帰りの事故・トラブルなどは一切責任を負いません。

野洲のおっさんおにぎり食堂 2階
（野洲のおっさんおにぎり会館）

大津市長等 2-3-40

開催曜日

場所

参加対象

参加方法

お問い合わせ

野洲のおっさんこども食堂は
野洲のおっさんおにぎり食堂の収益により運営しています。

野洲のおっさんおにぎり食堂、野洲のおっさんこども食堂は
株式会社まちおこしと滋賀トヨペット株式会社の共同事業です。

みんなで勉強して、おにぎりを食べよう。

外国籍の小学生向けに日本語教室を開きます。
日本人の小学生の宿題や勉強もサポートします。

受付時間 14:00 ～ 18:00

※日本語を習得したい外国籍の小学生歓迎

おにぎりは、その日に精米した
滋賀のおいしいお米でにぎります。
みんなで「いただきます」しよう。

おにぎりは、その日に精米した
滋賀のおいしいお米でにぎります。
みんなで「いただきます」しよう。


